
ほろのべ議会だより 第122号 ほろのべ議会だより 第122号 

第
６
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
11
月
29
日

○
調
査
事
項
（
抜
粋
）

▽
国
鉄
羽
幌
線
代
替
輸
送
確
保

基
金
の
廃
止
と
新
た
な
基
金
の

設
置
に
つ
い
て

　
国
鉄
羽
幌
路
線
代
替
輸
送
確

保
基
金
は
、
国
鉄
羽
幌
線
の
廃

止
に
よ
り
、
昭
和
61
年
度
に
国

鉄
清
算
事
業
団
か
ら
特
定
地
方

交
通
線
転
換
交
付
金
と
し
て
１

億
１
千
５
百
79
万
円
が
交
付
さ

れ
、
積
立
て
て
い
る
。

　
昭
和
62
年
度
か
ら
年
間
数
百

万
円
程
度
を
取
崩
し
な
が
ら
運

用
し
て
き
た
が
、
令
和
３
年
度

末
に
基
金
の
現
在
高
が
０
に
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

　
今
後
も
地
域
公
共
交
通
対
策

と
し
て
、
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
に

対
す
る
支
援
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
地
域
公
共
交
通
活
性

化
基
金
（
仮
称
）
を
新
た
に
設

置
し
た
い
。

▽
介
護
保
険
事
業
の
複
数
年
に

渡
る
未
処
理
一
部
事
案
に
つ
い

て

①
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
及
び
高

額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
未
支
給
。

②
介
護
保
険
料
過
誤
納
還
付
金

の
未
処
理
。

③
介
護
保
険
料
納
付
通
知
書
な

ど
の
未
発
送
及
び
介
護
保
険

料
口
座
振
替
依
頼
の
未
実
施
。

　
こ
れ
ら
の
事
案
の
発
生
経
緯

と
事
後
の
処
理
に
つ
い
て
の
報

告
及
び
再
発
防
止
策
が
示
さ
れ

た
。

　
当
該
職
員
の
処
分
は
、
減
給

10
％
１
ヵ
月
の
懲
戒
処
分
。
上

司
に
つ
い
て
は
厳
重
注
意
と
す

る
。第

７
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
12
月
10
日

○
調
査
事
項
（
抜
粋
）

▽
令
和
４
年
度
農
業
分
野
に
お

け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導

入
に
つ
い
て

　
本
事
業
は
、
農
業
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
農
家

戸
数
が
減
少
す
る
中
、
第
三
者

継
承
を
望
む
農
業
経
営
に
対
し

て
、
農
作
業
支
援
や
経
営
継
承

編
集
委
員
長
　
西
澤
　
裕
之

副
編
集
委
員
長
　
無
量
谷
　
隆

編
集
委
員
　
佐
藤
　
忠
志

高
橋
　
秀
明

編 

集 

後 

記

　
令
和
４
年
１
月
号
の
広
報

掲
載
の
こ
ど
も
議
会
の
記
事

は
お
読
み
に
な
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
の
活
用
な
ど
、
中
学

生
な
ら
で
は
の
発
想
が
あ
り
、

新
た
な
着
眼
点
や
町
お
こ
し

の
認
識
を
改
め
さ
せ
ら
れ
、

我
々
議
員
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
若
者

の
移
住
定
住
や
特
産
品
の
開

発
、
町
の
整
備
に
つ
い
て
な

ど
が
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
わ
が
町
の
喫

緊
の
課
題
に
対
し
、
野
々
村

町
長
と
共
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
こ
ど
も
議
員
と
し

て
一
般
質
問
を
し
た
皆
さ
ん
、

将
来
の
幌
延
町
議
会
議
員
と

し
て
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

地
層
処
分
に
関
し
、
技
術
的
信

頼
性
に
関
す
る
専
門
的
な
評
価

が
国
民
に
十
分
に
共
有
さ
れ
て

い
な
い
状
況
を
引
き
続
き
解
消

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

国
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
等

の
関
係
機
関
が
全
体
を
俯
瞰
し

て
、
総
合
的
、
計
画
的
、
か
つ

効
率
的
に
技
術
開
発
を
着
実
に

進
め
る
。
こ
の
際
、
幌
延
の
深

地
層
研
究
施
設
等
に
お
け
る
研

究
成
果
を
十
分
に
活
用
し
て
い

く
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
国
の
方
針
に

つ
い
て
評
価
す
る
立
場
に
な
い

も
の
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
に
幌
延
の
深
地
層
研
究
施
設

の
文
言
が
記
載
さ
れ
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
国
が
前

面
に
立
っ
て
取
組
を
進
め
る
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
事
業
を
推
進
す
る
う
え
で
、

幌
延
深
地
層
研
究
計
画
の
研
究

成
果
が
担
う
大
き
な
役
割
及
び

重
要
性
を
改
め
て
認
識
で
き
る

内
容
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お

り
、
率
直
に
喜
ば
し
い
と
感
じ

て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
引
き
続
き
三

者
協
定
遵
守
の
も
と
、
幌
延
深

地
層
研
究
計
画
の
推
進
に
最
大

限
協
力
し
て
い
く
。

の
準
備
支
援
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
新
規
就
農
者
の
受
入
れ
や

円
滑
な
経
営
継
承
が
で
き
る
体

制
の
整
備
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
活

動
を
通
じ
、
農
業
に
関
す
る
知

識
や
技
術
を
習
得
し
、
将
来
は
、

幌
延
町
で
新
規
就
農
や
雇
用
就

農
を
す
る
こ
と
を
目
指
す
内
容

に
な
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度

ま
で
に
５
人
の
農
業
関
係
協
力

隊
を
導
入
す
る
予
定
。

　
令
和
４
年
度
の
募
集
人
数
は

２
名
。
町
の
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
採
用
す
る
。

　
給
与
は
月
額
20
万
で
出
勤
日

は
週
５
日
間
。
住
宅
料
は
町
で

負
担
し
、
移
転
料
も
町
で
一
部

支
援
す
る
。

　
ま
た
、
第
三
者
継
承
を
希
望

す
る
農
家
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て

は
、
農
作
業
の
支
援
、
経
営
継

承
に
必
要
な
準
備
支
援
、
就
農

受
入
れ
体
制
の
整
備
支
援
、
新

規
就
農
フ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
中
山
間
集
落

の
活
動
支
援
な
ど
を
行
う
。

㉄
年
齢
制
限
は
あ
る
の
か
。

答
未
定
だ
が
、
そ
の
後
の
就
農

や
借
入
償
還
な
ど
を
考
え
る
と

担
い
手
セ
ン
タ
ー
の
要
件
と
同

じ
38
歳
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。
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